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議会広報委員会Ｎｏ．３５９

　

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
は
３

月
９
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
16
日
に
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

12
月
22
日

■
調
査
事
項　

地
域
公
共
交
通
に

つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

今
後
の
経
過
を
見
て
い
く

■
調
査
期
日　

１
月
22
日

■
調
査
事
項　

町
道
及
び
公
共
施

設
等
の
除
排
雪
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

２
月
22
日

　
　
　
　
　
　

２
月
25
日

■
調
査
事
項　

令
和
２
年
９
月
14

日
に
発
生
し
た
永
楽
園
利
用
者
の

転
倒
事
故
に
つ
い
て
の
現
在
ま
で

の
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

①
令
和
２
年
９
月
14
日
か
ら
10
月

22
日
ま
で
の
看
護
体
制
の
不
備

②
10
月
22
日
か
ら
現
在
（
令
和
３

年
２
月
25
日
）
ま
で
の
管
理
者
体

制
状
況

■
調
査
期
日　

３
月
１
日

■
調
査
事
項　

財
政
状
況
に
つ
い

て■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

○
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

藤
井　

光
子　

氏
（
再
）

○
北
竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
に
つ
い
て

　

三
崎　

正
義　
　

氏

　

川
田　

日
出
子　

氏

　

中
島　

則
明　
　

氏

　

石
井　

保
夫　
　

氏

○
北
竜
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市

町
村
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

〇
北
竜
町
議
会
議
員
及
び
北
竜
町

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

〇
北
空
知
衛
生
施
設
組
合
規
約
の

一
部
を
変
更
す
る
規
約
に
つ
い
て

〇
令
和
２
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
14
号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
か
ら
４
４
，
０
３
０

千
円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を
４
，

０
１
３
，
３
４
３
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
か
ら
２
４
，
１
９
２

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

３
１
１
，
０
１
２
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
か
ら
２
，
６
０
０
千

円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を
９
９
，

７
４
１
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
に
つ
い
て

　
既
定
予
算
に
15
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
３
７
，
９
８
５
千
円

と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
４
５
，
６
６
７
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

２
８
７
，
１
１
１
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
か
ら
９
，
９
０
２
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

４
４
８
，
２
５
０
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

に
つ
い
て

　

既
定
予
算
か
ら
１
，
５
１
６
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

１
１
２
，
６
９
３
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

に
つ
い
て

　

収
益
的
収
入
で
、
２
，
９
３
０

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
６
７
，

５
３
０
千
円
と
す
る
。
収
益
的
支

出
で
、
３
，
３
１
９
千
円
を
減
額

し
、
７
４
，
９
１
４
千
円
と
す
る
。

資
本
的
収
入
で
、
１
７
，
６
４
３

千
円
を
減
額
し
、
１
０
０
，
７
９

４
千
円
と
す
る
。資
本
的
支
出
で
、

１
５
，
６
０
３
千
円
を
減
額
し
、

１
０
９
，
６
０
５
千
円
と
す
る
。

○
北
竜
町
地
域
公
共
交
通
計
画
の

委
員
会
報
告

諮
問

原
案
可
決

同
意
可
決
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策
定
に
つ
い
て

○
北
竜
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

予
算
審
査
特
別
委
員
会

■
調
査
期
日　

３
月
11
日
～

　
　
　
　
　
　

３
月
12
日

■
審
査
事
件　

令
和
３
年
度
会
計

予
算
（
８
会
計
）、
北
竜
町
職
員

等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て　

外

■
調
査
結
果　

文
書
に
よ
る
指
摘

１
件
、
口
頭
に
よ
る
意
見
４
件
を

付
与
し
、
原
案
通
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
す
る
。

○
北
竜
町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

○
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
第
２
号
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
第
１
号
会
計
年
度
任
用

職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
奨
学
資
金
貸
付
基
金
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
特
別
奨
学
資
金
貸
付
基

金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護

サ
ー
ビ
ス
及
び
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
関

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に

指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

○
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
サ
ン
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
施
設
）

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

　

予
算
総
額
３
，
７
１
１
，
０
０

０
千
円
と
す
る

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
予
算
総
額
３
１
２
，
０
０
０
千

円
と
す
る

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
予
算
総
額
１
０
１
，
３
０
０
千

円
と
す
る

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

予
算
総
額
３
８
，
６
０
０
千
円

と
す
る

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

予
算
総
額
２
８
５
，
０
０
０
千

円
と
す
る

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

　

予
算
総
額
４
３
８
，
７
０
０
千

円
と
す
る

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

予
算
総
額
１
１
４
，
０
０
０
千

円
と
す
る

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

予
算
総
額
１
７
０
，
８
０
８
千

円
と
す
る

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
15
号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
６
９
９
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
４
，
０
１
４
，

０
４
２
千
円
と
す
る
補
正
予
算

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
経

済
の
活
性
化
と
米
価
暴
落
対
策
」

を
求
め
る
意
見
書

追
加
議
案

意
見
書
提
出

　

３
月
９
日
に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
定

例
会
で
は
、
２
名
の
議
員
か
ら
２
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

中
村
議
員

農
業
後
継
者
対
策
に
つ
い
て

中
村
議
員

　

近
年
は
新
規
就
農
や
親
元
就
農

に
つ
い
て
低
迷
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
現
在
、
本
町
に
お
い
て
は

後
継
者
対
策
と
し
て
様
々
な
取
り

組
み
が
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
と

見
通
し
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
い

た
い
。

①
ひ
ま
わ
り
バ
ン
ク
育
成
基
金

は
、
積
み
増
し
を
し
て
の
運
用
が

さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
の
運
用
活

用
に
つ
い
て
の
状
況
と
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
。

②
農
業
体
験
事
業
に
つ
い
て
は
、

委
員
会
報
告

原
案
可
決
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根
幹
に
あ
る
成
婚
ま
で
行
き
着
く

場
合
も
あ
る
が
、
成
果
が
上
が
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。今
後
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

③
結
婚
相
談
会
を
開
催
し
て
い
る

が
、
相
談
に
来
る
人
は
い
な
い
と

聞
く
が
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
。

佐
野
町
長

　

ひ
ま
わ
り
バ
ン
ク
育
成
基
金
は

令
和
元
年
か
ら
３
年
度
に
か
け

て
、基
金
の
３
分
の
１
を
農
家
分
、

３
分
の
２
を
町
が
積
み
増
し
し
て

事
業
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
な

っ
た
。
就
農
祝
い
金
・
結
婚
祝
い

金
や
パ
ー
ト
ナ
ー
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

事
業
等
、
年
に
よ
り
事
業
費
の
増

減
は
あ
る
が
、
年
間
３
０
０
万
円

程
を
見
込
み
、
今
後
10
年
間
継
続

で
き
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
本
町
の
担
い
手
育
成
の
た

め
内
容
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら

事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　

農
業
体
験
実
習
生
は
、
こ
こ
数

年
、
毎
年
希
望
者
の
受
入
れ
を
行

っ
て
い
る
。
受
入
れ
の
目
的
は
、

あ
く
ま
で
「
農
作
業
の
体
験
を
通

じ
て
、
農
業
に
対
す
る
理
解
と
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
」
こ
と
。
ご

縁
が
あ
っ
て
後
継
者
と
結
ば
れ
る

方
、
雇
用
就
農
等
に
就
か
れ
る
方

も
い
る
。
受
入
れ
農
家
の
方
々
に

は
趣
旨
を
理
解
頂
き
な
が
ら
積
極

的
に
受
入
れ
を
行
っ
て
い
く
。

　

結
婚
相
談
所
に
つ
い
て
は
、
来

場
者
が
な
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
協
議
し
た
結
果
新
し
い
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、「
オ
ン

ラ
イ
ン
婚
活
」
や
「
マ
ッ
チ
ン
グ

ア
プ
リ
」
の
活
用
等
、
結
婚
相
談

員
と
協
議
し
、
今
後
は
時
代
に
即

し
た
後
継
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
対
策

を
進
め
て
い
く
。

中
村
議
員

　

ひ
ま
わ
り
バ
ン
ク
育
成
基
金
に

つ
い
て
は
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

奨
学
金
制
度
も
、
農
業
を
継
ぐ

た
め
に
農
業
関
係
大
学
に
進
学

後
、
志
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
、

そ
の
際
奨
学
金
を
一
括
返
還
と
な

っ
て
い
る
が
分
割
返
納
に
は
な
ら

な
い
か
。

　

卒
業
後
、
他
の
職
に
就
い
て
暫

く
後
に
就
農
し
よ
う
と
思
っ
て

も
、
即
、
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
そ
の
場
合
猶
予
期
間
を

設
け
、
就
農
し
な
い
場
合
に
一
括

返
還
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い

か
。
ま
た
、
希
望
者
が
少
な
い
と

聞
い
て
お
り
見
直
し
が
必
要
で
は

な
い
か
。
補
助
事
業
等
に
お
い
て

も
、
後
継
者
が
い
て
も
優
遇
さ
れ

る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
就
農

祝
い
金
が
あ
る
か
ら
、
で
は
な
く

何
ら
か
の
措
置
を
考
慮
し
て
ほ
し

い
。

佐
野
町
長

　

ひ
ま
わ
り
バ
ン
ク
に
つ
い
て
は

平
成
５
年
、
１
億
円
を
積
ん
で
利

息
５
パ
ー
セ
ン
ト
、
年
間
５
０
０

万
円
で
運
用
し
よ
う
と
し
て
い
た

が
、
１
年
目
か
ら
金
利
が
下
が
っ

た
。
祝
い
金
等
の
金
額
は
下
げ
た

が
継
続
し
て
い
る
。
当
面
10
年
間

は
大
丈
夫
で
あ
る
が
、
関
係
者
で

状
況
を
見
な
が
ら
協
議
し
て
い
き

た
い
。

　

奨
学
金
の
趣
旨
は
あ
く
ま
で
就

農
で
あ
る
の
で
、
就
農
し
な
い
場

合
は
償
還
し
て
も
ら
う
。

中
村
議
員

　

農
作
業
だ
け
で
な
く
、
Ｊ
Ａ
女

性
部
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
と
の
交

流
や
農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
等
と
連

携
し
、
体
験
交
流
や
文
化
団
体
等

の
活
動
、
北
竜
町
の
様
々
な
活
動

体
験
が
必
要
で
あ
る
。

　

結
婚
に
つ
い
て
は
農
業
後
継
者

の
み
な
ら
ず
、
商
工
や
役
場
職
員

な
ど
多
く
の
対
象
者
が
い
る
。
今

後
、
結
婚
対
策
に
つ
い
て
は
オ
ン

ラ
イ
ン
婚
活
等
の
活
用
を
進
め
て

い
く
と
の
こ
と
だ
が
同
様
な
Ａ
Ｉ

婚
活
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

国
も
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
成
婚
率
の
高
い
取

り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
。

佐
野
町
長

　

交
流
の
機
会
を
多
く
作
り
、
一

組
で
も
多
く
成
婚
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
も
出
会
い
の
場
で
の

成
婚
も
あ
る
の
で
十
分
協
議
し
て

い
く
。

尾
﨑
議
員

移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て

尾
﨑
議
員

　

人
口
減
少
に
よ
る
交
付
税
を
は

じ
め
、
歳
入
に
お
け
る
財
源
確
保

に
関
し
て
危
惧
し
て
い
る
。
現
状

は
ふ
る
さ
と
納
税
に
依
存
す
る
比

率
が
高
い
が
、
本
来
自
治
の
基
本

と
な
る
交
付
税
の
増
収
対
策
を
取

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
個
人
の
所

得
を
上
げ
る
こ
と
、
ま
た
法
人
の

事
業
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
地

方
自
ら
の
財
源
で
あ
る
交
付
税
対

策
に
つ
い
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
伺

い
た
い
。

　

ま
た
、
執
行
方
針
で
移
住
・
定

住
対
策
と
し
て
地
域
お
こ
し
協
力

隊
、
並
び
に
集
落
支
援
員
の
活
用

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
人
口

が
一
人
で
も
増
え
る
対
策
と
し
て

ど
の
よ
う
な
起
業
を
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

歳
入
の
状
況
は
令
和
元
年
度
決

算
に
お
い
て
地
方
交
付
税
を
は
じ

め
、
国
・
道
の
補
助
金
や
地
方
債

等
の
依
存
財
源
が
約
70
％
を
占
め
、

自
主
財
源
の
町
税
は
約
４
％
、
自

主
財
源
合
計
は
約
30
％
で
あ
る
。

　

ま
た
歳
入
の
35
％
を
占
め
る
地

方
交
付
税
は
人
口
減
少
な
ど
の
影

響
で
減
少
傾
向
に
あ
り
、
不
足
を

国
・
道
の
補
助
金
の
活
用
、
ふ
る

さ
と
応
援
基
金
や
地
方
債
の
活
用

に
よ
り
確
保
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
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今
後
行
財
政
改
革
に
努
め
る
一

方
、
将
来
に
向
け
た
持
続
可
能
な

基
盤
の
構
築
を
図
る
た
め
、移
住
・

定
住
対
策
や
新
規
就
農
者
の
育

成
・
確
保
対
策
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の

促
進
と
販
売
ル
ー
ト
拡
大
、観
光
・

特
産
品
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
た
町
の
魅
力

や
価
値
を
広
く
発
信
す
る
等
、
各

種
施
策
を
一
体
的
に
実
施
す
る
と

と
も
に
、
町
税
の
徴
収
率
の
向
上

や
税
率
改
正
、
使
用
料
改
訂
、
ふ

る
さ
と
応
援
寄
付
金
確
保
、
基
金

債
権
の
効
果
的
運
用
、
新
た
に
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
用
等

検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、
移
住
・
定
住
促
進
策
は

安
心
・
安
全
な
農
産
物
生
産
の「
ひ

ま
わ
り
の
北
竜
町
」
を
強
く
Ｐ
Ｒ

し
、
後
継
者
の
育
成
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
で
も
力
を
入
れ
、
令
和
３
年

度
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
キ
ャ

リ
ア
を
活
か
し
た
活
躍
に
期
待

し
、
終
了
後
も
町
内
で
の
起
業
ア

ド
バ
イ
ス
に
努
め
た
い
。

尾
﨑
議
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
今
年
度
見
込

み
額
が
５
億
９
，
６
４
７
万
円
と

の
こ
と
で
加
速
が
期
待
さ
れ
る
の

は
喜
ば
し
い
。
し
か
し
そ
れ
と
共

に
町
民
が
直
接
潤
う
恩
恵
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
対
策
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

佐
野
町
長

　

本
町
の
返
礼
品
は
90
％
以
上
が

ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
で
、
振
興
公
社

が
買
う
こ
と
で
経
費
の
掛
か
ら
な

い
お
米
と
し
て
、
ひ
ま
わ
り
ラ
イ

ス
生
産
組
合
と
し
て
も
町
と
し
て

も
、
更
に
生
産
者
に
も
か
な
り
の

金
額
を
潤
い
と
し
て
還
元
し
て
い

る
。
地
元
の
農
産
品
し
か
使
っ
て

い
な
い
の
が
北
竜
町
の
特
長
で
あ

る
。

尾
﨑
議
員

　

東
川
町
は
人
口
８
，
３
２
８
人

の
う
ち
５
６
．
６
％
が
移
住
者
で

あ
る
。
東
川
町
の
場
合
移
住
へ
の

流
れ
は
「
応
募
→
調
査
→
見
込
ん

だ
店
を
誘
致
→
空
き
家
は
斡
旋
す

る
程
度
で
町
が
改
修
し
引
き
渡

す
」
と
い
う
「
投
資
型
」。
北
竜

町
は
町
側
が
希
望
す
る
目
標
や
目

的
に
沿
っ
て
、
応
募
す
る
人
を
限

定
す
る
「
雇
用
型
」
で
あ
る
か
と

感
じ
る
。

　

通
告
で
は
「
一
人
で
も
」
と
増

え
る
対
策
の
質
問
で
あ
っ
た
が
、

移
住
し
た
結
果
ど
う
だ
っ
た
の
か

触
れ
て
い
な
い
。
以
前
の
一
般
質

問
で
原
因
の
調
査
や
メ
ン
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
の
必
要
を
伝
え
た
が
、
ど

の
よ
う
に
工
夫
し
た
か
、
以
前
と

は
変
わ
っ
た
取
り
組
み
は
あ
る
の

か
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

東
川
町
で
は
最
近
隈
事
務
所
が

設
立
さ
れ
て
意
見
交
換
も
さ
れ
、

受
入
れ
体
制
も
充
実
し
て
い
る

が
、
本
町
と
し
て
は
な
か
な
か
追

い
つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
。

　

メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
は
集
落
支

援
と
し
て
就
農
推
進
員
を
配
置
し

て
悩
み
や
問
題
に
つ
い
て
寄
り
添

っ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
し
ば
ら
く

そ
の
旨
見
届
け
て
い
き
た
い
。

【
４
月
】

９
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会

12
日
…
空
知
町
村
等
監
査
委
員
協

議
会
役
員
会
（
監
査
委
員
）

26
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長
会
役

員
会

27
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

28
日
…
議
会
運
営
委
員
会
、
令
和

３
年
第
２
回
北
竜
町
臨
時
会

【
５
月
】

17
日
…
北
竜
町
開
拓
記
念
式
並
び

に
北
竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
式

25
日
…
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

理
事
会

下
旬
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）、
北
空
知
議
長
連
絡
協
議
会

総
会
、
空
知
町
村
等
監
査
委
員
協

議
会
総
会
（
監
査
委
員
）

　

今
年
度
北
竜
町
全
般
に
光
回

線
が
網
羅
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
通
信
環
境
が
格
段
と
良

く
な
る
。
昨
年
ま
で
は
和
地
区

の
限
ら
れ
た
地
域
だ
け
で
あ
っ

た
が
、
今
後
は
町
民
全
て
の
人

が
求
め
れ
ば
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
全
国
的
に
在
宅

勤
務
が
奨
励
さ
れ
多
く
の
企
業

が
取
り
組
ん
で
い
る
。
コ
ロ
ナ

終
息
後
も
こ
の
取
り
組
み
が
定

着
し
田
舎
で
も
仕
事
が
で
き
る

と
い
う
環
境
が
整
え
ば
都
市
集

中
の
人
口
を
地
域
に
分
散
で
き

る
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
期

待
を
し
な
が
ら
北
竜
町
も
環
境

の
整
備
に
取
り
組
む
べ
き
と
思

っ
て
い
る
。

　

今
回
の
光
回
線
布
設
経
費
は

１
億
８
千
万
円
。
半
分
が
町
、

残
り
半
分
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
町
の
負
担
分
は

コ
ロ
ナ
臨
時
交
付
金
で
賄
わ
れ

る
こ
と
が
な
ん
と
も
複
雑
な
思

い
で
あ
る
。 　
　

（
小
松
正
美
）
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令和３年第１回定例会（会期：３月９日～１６日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：議長の為賛否無し

▽議　　　案　　　件　　　名　　 中村 尾崎 北島 小松 小坂 松永 藤井 佐々木

人権擁護委員の候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町表彰条例に基づく表彰について（４名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町過疎地域自立促進市町村計画の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町議会議員及び
北竜町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北空知衛生施設組合規約の一部を変更する規約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年度北竜町一般会計補正予算（第１４号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年度北竜町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年度北竜町立診療所事業特別会計補正予算（第４号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年度北竜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第６号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年度北竜町農業集落排水事業及び
個別排水処理事業特別会計補正予算（第４号）について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第５号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町地域公共交通計画の策定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の策定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年度北竜町一般会計補正予算（第１５号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

本会議における質疑の件数
質疑
２件

質疑
０件

質疑
２件

質疑
０件

質疑
５件

質疑
１件

質疑
０件

－

（北竜町議会では予算議会における議員の賛否を公表することとしています）■議員の賛否の公表

予算審査特別委員会　　（３月１１日～１２日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：委員長・監査委員の為賛否無し

▽委　員　会　付　託　案　件　　 中村 尾崎 北島 小松 小坂 松永 藤井 佐々木

北竜町職員等の旅費に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

非常勤職員の報酬及び費用弁償支給に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

職員の給与に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町第２号会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び
費用弁償に関する条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

次ページに続く
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予算審査特別委員会においての議員質疑（意見附与・修正を求めた質疑）

質疑内容 答弁内容

『庁舎前緑地の整備について』
消防庁舎前の敷地を整備するとのことだが、その工事に合わせ、
合同庁舎前の緑地についても、駐車場確保と冬期間の除雪を効
率的に行うため、整備について検討をいただきたい。

建物も古くなり何もないから残していきたいと強い
願望もあったが、庁舎内で検討を行いたい。

『高齢者運転免許証自主返納に係る送迎助成について』
免許証返納時の高齢者の交通確保について、高齢者単独世帯も
多いことから交通費の助成等について検討をいただきたい。

交通費の助成と本制度の内容も合わせて、前向きに
検討したい。

『奨学資金貸付事業について』
現状、借主は学生か親となっているが、学生とし、保証人につ
いては現状３名必要となっているが、２名になるよう検討をし
てもらいたい。保証人を立てる時期についても、借入前にする
よう検討をいただきたい。

教育委員からも話が出ているところでもある。返済
の滞納防止になっているところではあるが、前向き
に検討していきたい。

『ひまわりの里展望台基本設計について』
ひまわりの里基本計画の町民説明は、コロナ禍も有り現在まで
開催されていない状況にあるので、早急に開催されたい。
ひまわりの里展望台基本設計についても、専門委員会での検討
を経て、町民説明を開催し、しっかりと町民の意見を聞いてか
ら基本設計に入っていただきたい。

専門委員会のメンバーが固まったので、早急に検討
委員会を開催していきたい。又、そこで話された内
容を田植えが終わったら各町内会の団体等色々な集
まりの中で説明会を開催ししっかりと説明していき
たい。

北竜町奨学資金貸付基金条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町特別奨学資金貸付基金条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町介護保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町指定地域密着型介護サービス及び指定地域密着型介護予防サービス
の事業に関する基準等を定める条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援
等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条
例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める
条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

公の施設に係る指定管理者の指定について（サンフラワーパーク施設） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和３年度北竜町一般会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和３年度北竜町国民健康保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和３年度北竜町立診療所事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和３年度北竜町後期高齢者医療特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和３年度北竜町介護保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和３年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和３年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和３年度簡易水道事業会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

決算委員会における質疑の件数
質疑
９件

質疑
７件

質疑
４件

質疑
６件

質疑
５件

質疑
14 件

－
質疑
３件


